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観測部月報
　　　　　　t

L＿＿東亜天文協會＿＿

★流星課だよリ（102）　　　　　課長小棋孝二郎

超越は解同ノ・嘩野幌聯を有つと言はれるフk撚流蹄の晦ホ

見られ・瀬鯉占は幌の附近筋るカ｛・臓輔中脳方へ鋤をする噸
大は剛4～5日頃であるが・10眈過ぎても相當の出現藪があった例がある

本年は・7日量月にあたる鳳月の牙β魔はあま撫いが・絆球に佳磯，

峯轟撒雛要需品僅1τ一四縮にすぎな唾緯凌

　　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×

昨鞍の観測がま鮭部踊はぬ爲一計のewは姻にゆつる備瞬
後，受取つた報告は，

　　　川人武正氏（香川縣観音寺町）　本年二月分

　　古井耕一氏（自恕縣竹原町）　　　昨年十月及十一月分

　　石原　昭氏（長野縣湖南村）　　昨年八月及十二月分

である・吉井氏の十一月の槻二戸には牛座流星群のものが多歎含まれてみる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1940－3一一3）

★太陽課（19・10年2月）

　報告者　13名．

efiでとらへても・　6・　13・　20日の三醐の襯日が出車た・木粗野氏が病

氣の爲め入院され，報告のみたY“けなかったのはさみしV・．同氏の御全快の、

日も早からんことを，太陽課一同お新りする．

　概況　中旬は・南北ほ：一同程度の活動であったが・下旬には南牟球の浩動が

沖ってきた汰烈としては・28日に中央子午線樋過した北100　5付近・，旦

禦黒鵡26日疎徽出現し翌3月2日好轍を遡し舗彌近の一君r・襲
蓮攣化の朕態が目立つた．

例旧り諮掛・阿部証1ご儲職祇よりは各瓢lr群の盤報告齢奴
いた．（本田）
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黒　黒占　番目　葦寸　婁虻二二　告　　（19・1（年」月）
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★鍵光星課（1940年1，2月分）

　巌冬のためばかりでもあるまV・が，報告者がうんと減少した．諸兄の精働を

希みます．猫ほ長週期星の極大や極小の余報期日が天界や急報誌上に掲載され

てるますから，通當な星を撰んで槻評していたs■きたい・さらに・小澤氏の．ff

許で凡ての極大光度9等以上の明週目星の目録が製作されつNある・とれも後

日天界誌上畷表されるものと・W・・S・・も斗しや淑は御廟ゆ事と思ふが疎堤

木間氏が一月末，十二指腸潰瘍にて京都府立病院（12號61）へ入院されましか

が・経過良く，去る三月15日退院・暫く御宅で休養されます・一日も早く回禽

されん事を所ります．次に，簡軍に，諸方から集まった観測銀告の概略だけを

示す．（岡林記）

今年｝翻し遅れたが妃胸めドィ・のべ・レリン天燈からS・h・・ll・・恥

の19斗0年度憂光星表が到着した．之れと比較して見ると，
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★黄道光だより　　　　　　　　　（課長山本一清）

愛三門山町の山田氏と，翻岡Yk片瀬の醍醐正氏とより・下の如く槻測恥

があった．

　　山田氏：19し0年3月1日夕……………・一・…’一・’一一’”…’”………’●’……’’”…”計1枚

　醍醐氏＝1り39fl三10m5日朝，　P日朝，23目朝，1・引2月1日夕，2日夕・3日夕・

　　　　　9日目，10日置，U日夕，13日弼，15日朔，1940年1月27日夕・29日夕，

　　　　　同2月1日夕，4H夕・7日夕・8日夕・9日夕・270夕…’一一………’’’”・言t19段

　　倫ほ，12月111には苦しき黄道帯，」父，2月7Elには勤H照

　この頃のやうに5っの大遊星が皆西天に集ってみるときには，夕刻の黄道内・

の親測は實に困難である．それをも押し切って，醍醐氏が＃Pl天の臆測を敢行し

てゐられるは感心である．金星は六月までは谷々宥の室にはΨをきかせるから

月と共に，大に黄道光観測を妨げるに遽ひない．このやうな時機に，誰か・協

星による黄道光”と言ったやうなものを，獲如しなV・ものか～！


